
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 

(資料)経済産業省資料より作成 。 

 6 月鉱工業生産では、生産指数が前月比＋２．０と 2 か月ぶりに改善したが、

均せば足踏み状態が継続している。 
 出荷指数では、設備投資と関連が深い資本財（除、輸送機械）は３か月ぶり、

個人消費の関連指標である消費財が 2 か月ぶりに悪化。一方、住宅・建設投

資と関連が深い建設財は 96.7（同＋1.8％）と 4 か月ぶりの改善を見せた。 
今後も部材不足の解消進展により、改善基調で推移すると見込むも、海外景

気不透明感継続に加え、日本政府が 7 月後半から半導体製造装置の輸出管

理を強化するなど、政治的要因により下振れる可能性がある点には注意が必

要である。 
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